
2023年度 第 1回（社会） 解説・出題の狙い 
 

解説中の【A】【B】【C】【D】は、正答率及び得点率を表しています。【A】は 76％以上、【B】は 75～51％、 

【C】は 50～26％、【D】は 25％以下となります。参考にしてください。 

 

１ 

問１ 

（1）【C】旧石器時代の生活の特徴に関する問題。他の時代と比較しながら、旧石器時代の特徴を理解しましょ

う。(エ)貝塚が作られるのは縄文時代です。 

（2）【A】資料文を読み取れば、水を貯めたり、煮たりする縄文時代の道具を答える問題であることが分かりま

す。そう考えれば縄文土器であることを思いつけます。それぞれの時代の道具がどのように使われたのか、当時

の人々の暮らしと結び付けて理解することが重要です。「土器」と答えても正解です。 

（3）【A】土偶と埴輪を間違えてしまう受験生が多くいます。間違えないようにしましょう。 

 

問 2 

（1）【B】古代の外交に関わる基本的な問題。 

（2）【B】文化の組み合わせ問題。源氏将軍のいた鎌倉時代ですが、源氏物語は鎌倉文化ではありません。文化

史で登場する作品が何時代の文化なのか意識して勉強しましょう。 

 

問 3【A】江戸時代に関する基本的な問題。 

 

問４【C】外交と産業を結びつける記述問題。日米修好通商条約により貿易が始まると、日本産の生糸が輸出さ

れていきました。このことを受けて、蚕のエサとなる桑の生産が各地で行われるようになり、調布にも多くの桑

畑が登場しました。「日米和親条約」などの他の条約名を答える解答や、生糸と桑の関係がわかりづらい解答があ

りました。 

 

問５【C】幕末に関する並べ替え問題。（ウ）天保の改革が失敗して江戸幕府の権威が低下する中で、（エ）井伊

直弼が幕府の力を再び高めようと吉田や橋本らを処罰するが、反対に井伊直弼は暗殺されていった。その後（ア）

薩摩藩と長州藩が同盟を結ぶなど、討幕の動きが強まる中で（イ）徳川慶喜が朝廷に政権を返上した。歴史上の

出来事は、背景（原因・理由）や結果（影響）などの関連性を意識して勉強しましょう。 

 

問６【A】戦争末期に関する基本的な問題。 

 

問７  

(1)【B】日頃から「地方」ごとの地図は見慣れているという受験生も多いでしょうが、「地方」ごとの地図だけで

はなく、その地方ごとの地図を繋ぎ合わせることができるようにしましょう。 

(2)【B】日本の気候に関する基本的な問題。冬の季節風は南東ではなく北西から吹きます。 

 

問８【A】それぞれの説明文にヒントとなる地名が示されていますので、そこから選択肢を絞り込んでいきまし

ょう。見慣れないデータであっても、ヒントが必ずありますので、落ち着いて吟味することが大切です。 

 

問９【A】米に関する基本的な問題。昨今の品種改良で様々なブランド米が食卓に並ぶようになりました。日常

生活の中で、どのようなブランド銘柄があるのか調べてみてください。 



問 10【C】リニア中央新幹線は 2027 年開業を目指し工事が進められていますが、山梨県には現時点では新幹線

は通過していません。この問題は、鉄道の知識を問うているのではなく、「東海道」という言葉から「五街道」を

想起して解いてほしい問題です。山梨県には「東海道」ではなく「甲州街道」が通っていました。 

 

問 11【C】基本的人権の一つである「社会権」に関する基本的な問題。学問の自由は「自由権」、選挙権は「参政

権」、裁判を受ける権利は「請求権」にそれぞれ分類されます。 

 

問 12 

(1)【C】見慣れないタイプの図に面食らってしまった方も少なからずいたことでしょう。同じモノを示すとして

も、様々な表現方法があります。A の京王多摩川駅と B の晃華学園の間を走る直線は、時折ピンク色と青色を経

由していますが、選択肢のグラフにあるような、50m に迫るようなエリアを経由してはいません。 

 

(2)【A】地図記号をただ覚えるのではなく、どのような由来があるのか、類似する記号との違いは何か、などを

考えて整理していくようにしましょう。 

 

問 13【D】2020 年のノーベル平和賞には、世界各地で食糧支援を行う国連機関の WFP（国連世界食糧計画）が

選ばれました。2020 年以降も紛争国の飢餓は深刻さを増し、新型コロナウイルスのパンデミックが世界的な飢

餓人口の増加にも拍車を掛けています。 

 

問 14【B】データを読み取る基本的な問題。（エ）6 歳未満児のいる夫が「家事にかける時間」は、日本だけ 1 時

間 23 分となっています。（ア）6 歳児未満時のいる夫が「家事のうち、育児にかける時間」は、日本よりもフラ

ンスの方が短くなっているため誤り。（イ）「家事のうち、育児にかける時間」の割合は、日本だけ 50％を超えて

いるため誤り。（ウ）日本の夫が「家事のうち、育児にかける時間」が、妻よりも短いかどうかは、このデータか

らは不明のため誤り。 

 

問 15【A】（イ）の発言は、利用者が少ない駅を利用している方々を「取り残す」ことに繋がりかねないため適当

ではありません。一方、（ア）（ウ）（エ）は、「さまざまな価値観をもった市民が共に助け合い、取り残されるよ

うな人がでない」ことを配慮した発言といえます。多様性を尊重し、共生社会の実現が目指されていることを理

解しましょう。 

 

問 16 

（１）【C】データを読み取り、その原因を推測する時事問題。20 ㎞圏内では、紺色（～2001 減）が集中してい

るため、2020 年から 2021 年にかけて「人口が減少している」ことが読み取れます。2021 年に減少した理由と

して考えられるのは、新型コロナウイルス感染症の影響で在宅勤務が増えたことや、経済的理由などによって

人々が都心部から郊外に転出したことが考えられます。なお、20 ㎞圏内の赤色（1000～1999 増）に注目して、

沿岸部の人口が増加したことに注目しても正解となります。その場合、東京沿岸部の再開発などを理由として挙

げることができます。 

（２）【B】「食料危機」という国際的な課題が、SDGs の各目標とどのような繋がりを持っているのかを問う問

題。受験生が選んだ解答で最も多かった目標は、「海の豊かさを守ろう」でした。きれいな海を守り、海洋資源を

保護することで食料不足を解決できると考えることができていました。ほかにも食料を無駄にしないことを目標

12 と紐づけて解答することができます。普段から時事問題に関心を持ち、自分の言葉で説明できるようにしてお

きましょう。 


